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北欧スタイルの暮らしのデザインとまちづくりの特色

令和 7年 11月 13日 景観行政団体等連携会議
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暮らし方のデザインがまちづくり。それが風景になって現れる。

デンマークの「暮らし」にどのような背景や価値観、仕組みがあるのかを読み解き、
「暮らしのデザイン」の一部である良質な公共空間や景観が創出されてきた背景を考える。

本日の内容

1. デンマークへの移住 - 土地情報の民主化 -

2. 公共サービスと公共空間 - モノ・コトの統合と融和 -

3. 学校教育と公共空間 - 信頼・福祉・環境・社会・対話の価値観を育む場 -

4. 住空間と緑 –土地の履歴が文化財-

5. 都市デザイン-30年の歴史と持続可能性への課題-

6. 地方小都市のデザイン –暮らしのスケールを捉える-
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１．デンマークへの移住
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コペンハーゲン大学 客員研究員（2025.1-12）

デンマークへの移住

研究の視点と、暮らしの視点。両方を織り交ぜて考える良い機会

妻・長女（小2）・次女（年長）と1年間アパート暮らし

移住手続き
公共サービス（電気・暖房・水道、、、）
子どもの学校生活
日々の買い物や外出

都市デザイン、地域デザイン
環境や気候変動対策の取り組み
公共空間の活用方法

寒地土研の「在外研究員派遣制度」
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Denmark

Japan

Hokkaido

83,450 km2
5.05million

42,920 km2
5.83million

378,000 km2
120 million

デンマークと北海道
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ユトランド半島

フュン島

シェラン島

ボーンホルム島

スウェーデン

ドイツ

コペンハーゲン都市圏

ノルウェー↑
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オレンジ色がコペンハーゲン市
（約75万人）

赤いラインがコペンハーゲン都市圏
”Greater Copenhagen”
（約140万人）

コペンハーゲン都市圏

（図：wikipediaより）
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自宅
大学

コペンハーゲン空港

コペンハーゲン
中央駅

中心市街地

Vanløse駅



このアパートメントは 1952 年に建てられ、
68 m 2の広さに 3 つの部屋、キッチン、バ
スルームが備わっています。

この物件は、
HOFOR による地域暖房が利用されており、
ダムフーゼンゲン学校の学区に属しています。
最寄りの近隣住民は、市内中心部に住む独
身の成人です（本当？）。

10

GISポータルサイト “DinGeo”

地理データを収集し国民向けに公開しているサイト
民間企業が運営している（Boliga ApS）

※ 主に住宅の購入者・所有者向け。国民以外も閲覧できる。

DinGeo HPより（AIによるデンマーク語からの自動翻訳）

11DinGeo HPより（AIによるデンマーク語からの自動翻訳に基づき作成）

住宅に関する情報 健康への影響 洪水リスク 地域情報

暖房システム
断熱性能
保存価値
インターネット環境

土壌汚染
アスベスト
大気汚染
交通騒音
飲料水

集中豪雨
地下水
水路
高潮

近隣住民の特徴
選挙投票率
窃盗リスク
学区情報
地質
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道路空間周辺の騒音レベル

※日本の環境基本法における騒音目安「昼間55dB以下、夜間45dB以下」

デンマーク環境保護庁が2022年に作成した騒音曝露住宅のマッピング

首都圏の自治体、デンマーク道路局によって収集

色のついていないところが住環境に適しているという目安を示している
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特定の住所における集中豪雨による浸水のリスクを評価するために、デンマーク

気候データ庁が提供する水文標高モデル「Bluespot」を使用。

自然排水が機能しない窪地を示している（下水道や水の浸透は考慮されてない）

集中豪雨による浸水リスク

https://www.dingeo.dk/data/skybrud/



14

https://dataforsyningen.dk/data/2698
DinGeo HPより（AIによるデンマーク語からの自動翻訳）
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DinGeo HPより（AIによるデンマーク語からの自動翻訳）



16DinGeo HPより（AIによるデンマーク語からの自動翻訳）
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情報の民主化

https://www.dingeo.dk/om/

（Aiによる機械翻訳）

市民が持っている「知る」「判断する」「意見する」「行動する」という権利を
もっと使いやすくなるように後押しするプロセス

情報が社会的に大きな不平等や格差を生む要因にならないようにしなければいけない
情報を出す側が情報のレベルをどのように位置付けるか（参考値なのか高い精度なのか）
情報を使う側の倫理観や責任
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２．公共サービスと公共空間

手続き、ゴミ出し、暖房、水道、電力、、、
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国民番号とMit-ID

学校システムの登録

公共の電子郵便

銀行口座の開設

図書館の予約

医者の予約
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図書館
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デンマーク王立図書館
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図書館のまわりの空間

まわりの空間と一体的に使われ、いろんな人が使いやすいように、訪れやすいよ
うに混ざり合う工夫がされている。公共空間にはコンセプトが現れる。

閲覧室

ホール

自由席

ショップ
本の受取場

ウォーターフロント

カフェ

サークルブリッジ
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図書館のまわりの空間

図書館

読書

打ち合わせ

散歩・休憩

カフェ

観光 イベント

まわりの空間と一体的に使われ、いろんな人が使いやすいように、訪れやすいよ
うに混ざり合う工夫がされている。公共空間にはコンセプトが現れる。
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ゴミは資源
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暖房・水道
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Samlet_2023.pdf
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写真 https://skanderborgbryghus.dk/

地方部におけるビール醸造所の事例
• 近隣のRenoSyd（ゴミ処理施設）の焼却プロセスから出る高温蒸気を醸造用ボイラーに直接利用

• 醸造プロセスで発生した余剰熱を地域の地域暖房網へ供給

• 醸造残渣（麦芽粕）は地元の農家の家畜飼料として活用

Skanderborg Bryghus。運営には地元ボランティアも協力
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３．学校教育と公共空間
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フォルケスコーレ（国民学校）

担任の先生

副担任の先生

ペタゴー（生活支援と学童）

デンマーク語クラスの先生

デンマークの公立学校 (小中一貫)

8月から新学期。
長女が2年生、次女が0年生（※）。
※幼稚園から小学校への移行期間。

義務教育ではないが殆どの子どもが通って
おり、事実上義務教育の一部という感じ
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環境や社会から学ぶ
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プロジェクト学習

インドネシアの海洋問題や文化を通じて1週間学んだ（11/3-7）
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校外学習(地域で学習)

教育の機会が充実することで、公共空間が活きてくる
⇅

教育に資する公共空間がある
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学童

他のクラスの友達ができるなどの理由で、学童にも参加するこ
とが推奨されている。多くは学校に併設されている。
学童のスタッフはペタゴー。

デンマーク語クラス

外国から来た子ども達がデンマーク語を覚えられるように
週に4日、2コマずつあるクラス。
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家族のように

クラス
• 原則としてクラス替えがない。
• 低学年のうちは担任の先生も変わらない。

→家族の様に成長していく

先生
• 原則先生達の異動もない。先生は近くに住むことができる。
• 先生の働き方も自由度が高く、授業の合間にいったん帰ることもできる。あるいは自宅

で仕事をすることが認められている。
→住んでいる子ども達との関係も築きやすいのではないかと思う。

学校近くのフリーマーケットで出店している先
生と偶然会って、いろいろ買い物を楽しんだ。
学校と公共空間がつながっている。
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交流を支える仕組み

子ども達が交流をするために、プレイグループや、バースデーパーティーが行われる。

プレイグループ
5人ひと組ぐらいでいろ
んな人の家に毎週（ある
いは毎月）遊びに行く。

バースデーパーティー
夏は近所の公園で、冬は学童の施設を借りて。
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情報は公共の財産

家庭と学校・保護者間の連絡用アプリ 「Aula」
デンマーク全土の学校で導入されている（2019～）

全ての保護者の住所や連絡先、
子どもの誕生日なども確認できる

導入の背景
コミュニケーションの効率化と統一：それまで各自治体や学校が個別に異
なるシステムや紙の通知を単一のプラットフォームに統一し効率化を図る。
安全性の向上：保護者と学校間の機密性の高い情報交換（病欠の連絡、
個人データなど）を、メールなどよりも安全な環境で行う。

メリット（利点） デメリット（課題）

全体
情報の一元化により、保護者・教職員双方の利便性が向上。
学校や施設からの重要連絡を見逃しにくくなる。
安全性の高い環境でのコミュニケーションが可能。

システムへの依存：デジタルプラットフォームが使えないと情報伝達が難
しくなる。 デジタル格差：特に高齢の保護者や、ITに不慣れな人にとって
使いづらい場合がある。

学校/教員 事務作業の軽減（一斉連絡、出席管理など）。
保護者との連携強化。

初期のトレーニング負担やシステム変更への適応。
常時接続による、勤務時間外のコミュニケーションへの対応負担増加。

保護者 子どもの日々の活動やスケジュールを把握しやすい。
先生や他の保護者との連絡が取りやすい。

情報過多になりやすく、必要な情報を見つけるのが大変になることがある。
プライバシーに関する懸念。
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学校の周りの空間
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学校にとっての緑の価値

「保存に値する樹木」は、コペンハーゲン市のローカルプラン（Lokalplaner）によって保護されている。
樹木の保存価値は以下の複数の基準とそれらの相互関連性に基づいて評価される。

年齢・残存寿命 (Alder・Levetid):
・樹齢が25年以上であること。
・残存寿命が最低25年以上あること。

サイズ (Størrelse):
・その樹種の自然な潜在能力と比較したサイズ。一般的に、大きな木ほど価値が高いと見なされる。

健康状態 (Sundhedstilstand):
・根、幹、主要な構造、葉、芽などの健康状態。

特徴・配置・建築的/文化史的価値 (Karakter・Placering・Arkitektonisk og kulturhistorisk værdi):
・その配置を通じて、周辺環境にどの程度価値を提供しているか。
・場所の表現にとって、その木が大小にかかわらず重要であるか。
・特別な文化史的価値を持っているか。

生物学的価値 (Biologisk værdi):
・生物多様性への貢献（例：動物相の生態学的ニッチ、生態学的つながりの一部）や、地域特性に合っているか。

気候的価値 (Klimaværdi):
・風よけ、日陰、騒音、空気質、アレルギー誘発性など、気候への影響。大きな葉を持つ木はCO2などの重要な気候条件に貢献する。

https://www.kk.dk/sites/default/files/agenda/b06d018b-35a1-430b-8f4f-
6524b490c13d/bf99ff34-8058-4e44-b892-7b2a845c5f3b-bilag-3.pdf
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４．住空間と緑地
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1899-1932
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1936-1947
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集合住宅の緑

よくある緑
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手入れされた緑

よくある緑
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手入れされた緑

よくある緑
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手入れされた緑

よくある緑

Tingbjerg 1957~
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戸建て住宅の緑
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機能主義住宅

1925年から1945年頃に建てられた機能主義住宅は、当時としては非常に新しく、
かつ非常にモダンな様式で建てられました。これは、以前の歴史的建築様式の影
響を一掃しようとする試みでした。機能主義建築は、私たちの建築文化遺産の大
きな部分を占めるだけでなく、福祉社会の台頭を物語るものでもあります。

本書は、所有者、職人、そして文化の建設に関心を持つすべての人々を対象とし
ています。本書では、当時の建築様式、特徴、そして材料を概説し、これらの特
別な住宅の保存、改修、そして維持管理の方法を概説しています。

https://historiskehuse.dk/
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空間の価値観の継承

https://historiskehuse.dk/wp-content/uploads/2017/12/web_Funkishuset.pdf
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５．都市デザイン-30年の歴史とこれから-
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73写真：コペンハーゲン博物館



Title
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６．地方小都市のデザイン



Brande(Denmark) Yoichi(Japan)

Field survey(30 cities / 5 Countries)

Pedestrian Rambling in Yoichi town
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まとめ

• 情報の民主化により、公共空間づくりにおけるモノ・コトの統合と融和を進めた

• 信頼・福祉・環境・社会・対話の価値観を育む教育を進めた

• 土地の履歴の上にある暮らしと、空間の自由な使い方を大切にしてきた

• 持続可能性を高める取り組みを支援し、環境と社会が経済と調和する方法を考える

「暮らしのデザイン」の一部である良質な公共空間や景観が創出されてきた背景を考える

ご視聴ありがとうございました


